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愛
媛
県
神
道
青
年
会

会 
長
　
柳
原
　
永
祥

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

令
和
の
御
代
に
な
り
初
め
て
の
新
春
を
寿
ぎ
、

謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
お
慶
び
申

し
上
げ
、
各
御
社
頭
の
御
隆
昌
を
心
よ
り
御
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し

て
は
、
昨
年
御
即
位
あ
そ
ば
さ
れ
、
御
大
礼
の
諸

儀
式
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
慶
賀
の
至

り
に
存
じ
ま
す
。

　

先
ず
神
事
、
後
諸
事

　

当
会
で
は
御
一
代
に
一
度
の
大
御
祭
た
る
大
嘗

祭
が
行
わ
れ
た
大
嘗
宮
を
見
学
す
る
研
修
旅
行
を

行
い
、
皮
付
き
の
木
材
が
使
用
さ
れ
た
鳥
居
や
鰹

木
、
椎
の
枝
が
刺
さ
れ
た
塀
等
、
古
儀
に
習
っ
て

作
ら
れ
た
大
嘗
宮
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
正
面
に
到
着
す
る
ま
で
に
三
時
間
程
か
か
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
程
国
民
の
皆
様
も
関
心
が
あ
る

事
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
民
の
こ
と
を
祈
り
、

祭
り
が
続
け
ら
れ
、
現
在
の
自
分
が
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
、万
感
の
思
い
が
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
仮
社
殿
や

鳥
居
な
ど
五
十
以
上
の
施
設
を
奉
納
さ
れ
て
い
る

下
谷
神
社
の
阿
部
宮
司
様
と
お
話
す
る
機
会
を
頂

き
ま
し
た
。
被
災
地
で
お
社
が
津
波
で
流
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
お
賽
銭
が
置
い
て
あ
る
所

を
目
に
し
て
、
そ
れ
を
放
っ
て
は
お
け
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」を
つ
く
り「
祭

り
」が
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
神
主
が
で
き

る
復
興
支
援
だ
と
感
じ
、
今
で
も
支
援
活
動
を
続

け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
非
常
に
頭
の
下
が
る

思
い
が
致
し
ま
し
た
。
氏
子
の
皆
様
が
喜
ん
で
頂

け
る
祭
り
を
行
う
こ
と
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
汗
を
流
し
て
神
社
の
維

持
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
神
様
に

お
供
え
を
し
て
祈
り
、
祭
り
を
斎
行
す
る
。
神
主

の
本
分
は「
祭
り
」を
行
う
こ
と
と
、
再
認
識
致

し
ま
し
た
。

　

努
力
は
人
を
裏
切
ら
な
い

　

 

経
験
ほ
ど
価
値
あ
る
財
産
は
な
い

　

少
子
高
齢
化
社
会
に
な
り
、人
口
減
少
も
続
き
、

様
々
な
と
こ
ろ
で
人
手
不
足
の
声
を
聞
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
既
に
松
山
で
も
業
種
に
よ
っ
て
は

外
国
人
留
学
生
等
の
力
を
借
り
な
い
と
成
り
立
た

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
の
こ
と
。
益
々
当
会
の
頑

張
り
が
必
要
な
時
代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
神
職

の
担
い
手
不
足
も
深
刻
で
、
支
部
に
よ
っ
て
は
後

継
者
が
決
ま
っ
て
い
な
い
神
社
の
方
が
多
い
と
こ

ろ
も
あ
る
な
ど
、
先
を
見
据
え
た
行
動
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
中
に
は
青
年
会
時
代
の
繋
が
り
で
奉

職
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。
神
社
に
仕
事
に
家
庭
に

と
、
年
を
追
う
ご
と
に
背
負
う
も
の
が
増
え
て
い

く
年
頃
で
す
が
、
四
十
歳
迄
の
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
、
縦
横
の
繋
が
り
を
固
め
て
い
く
こ
と
は

様
々
な
と
こ
ろ
で
実
を
結
ん
で
く
れ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
是
非
と
も
会
員
の
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

年
の
は
じ
め
の
例
と
て

　

     

終
わ
り
な
き
世
の
め
で
た
さ
を

　

本
年
は
様
々
な
と
こ
ろ
で
御
即
位
奉
祝
事
業
が

行
わ
れ
、
改
元
後
初
め
て
と
な
る
天
皇
誕
生
日
や

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
、
大
き
な
催
し
も
予
定
さ

れ
て
お
り
、
各
業
界
で
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
相
場
の
世
界
で
は

「
子
年
は
繁
栄
」と
い
う
格
言
も
あ
り
、
景
気
が
拡

大
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
古
事
記

の
中
に
は
大
国
主
命
が
鼠
に
助
け
ら
れ
て
火
難
か

ら
逃
れ
る
話
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
災
害
が
続
い

て
い
る
日
本
で
す
が
、
神
様
の
導
き
を
頂
き
、
皆

様
に
と
っ
て
幸
多
き
良
き
年
に
な
り
ま
す
事
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

年
頭
の
御
挨
拶



雅楽に自信のある方、興味のある方の
御連絡を心待ちにしています！
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去
る
六
月
十
七
日（
月
）新
居
浜
市
中
萩
町
の
中

萩
小
学
校
に
て
授
業
の
五
、六
時
間
目
を
頂
き
、

五
年
生
、
六
年
生
の
児
童
を
対
象
と
し
た
慰
問
神

楽
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
、
会
員
、
巫
女
は
十
二
時
に
中
萩
小
学
校

か
ら
す
ぐ
の
萩
岡
神
社
に
集
合
し
中
萩
小
学
校
に

向
か
い
ま
し
た
。

　

到
着
後
習
礼
を

行
い
、
午
後
一
時

五
十
五
分
開
演
～

第
一
部
で
は
国
歌

斉
唱
、浦
安
の
舞
、

伊
豫
神
楽
・
神
躰

細
女
之
舞
、
十
分

休
憩
の
後
、
楽
器

体
験
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
な
か

な
か
触
れ
る
こ
と

が
な
い
楽
器
を
手

に
と
り
、
音
が
鳴

第
二
十
一
回　

慰
問
神
楽

～ 
新
居
浜
市　

中
萩
小
学
校 

～

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

西
条
市　

石
鎚
神
社

権
禰
宜　

曽
我
部　

洋
輔

る
と
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

楽
器
体
験
の
後
、
越
殿
楽
、
伊
豫
神
楽
・
弓
の

舞
、
終
演
～
と
な
り
ま
し
た
。

　

場
所
の
御
提
供
、
午
後
の
授
業
す
べ
て
の
時
間

を
頂
け
た
中
萩
小
学
校
様
に
感
謝
し
、
日
本
の
古

き
良
き
歴
史
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
私
達
神

道
青
年
会
は
精
一
杯
の
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。共
に
御
奉
仕
を
頂
き
ま
し
た
、

伊
豫
神
楽
様
、
石
鎚
神
社
巫
女
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

浦安の舞

　

令
和
の
御
代
初
め
て
と
な
る
神
道
青
年
四
国
地

区
協
議
会
が
、
我
が
愛
媛
県
神
道
青
年
会
主
管
に

よ
り
八
月
八
日（
木
）・
九
日（
金
）の
二
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
平
成
七
年
設
立
以
来
、
毎
年
各
県

持
ち
回
り
で
行
わ
れ
今
回
で
第
二
十
五
回
目
と
な
り

ま
す
。
昨
年
は
豪
雨
災
害
な
ど
の
事
情
に
よ
り
中

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
無
事

開
催
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
ま

ず
準
備
の
た
め

愛
媛
神
青
会
員

は
午
前
十
時
に

会
場
の
大
和
屋

本
店
に
集
合
、

打
合
せ
や
会
場

設
営
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
正

午
、
四
国
地
区

会
員
一
同
に
よ

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会　

会
員

伊
予
郡　

高
忍
日
賣
神
社

権
禰
宜　
　

後
藤　

正
明

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

　

第
二
十
五
回
定
例
総
会

　

 

並
び
に
研
修
会
参
加
報
告

真剣な表情から音が鳴ると皆笑顔に（^^）

正式参拝 於 伊佐爾波神社



幾多の御来賓の御出席を賜り、盛大に開催されました
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令
和
元
年
八
月
八
日
・
九
日
に
大
和
屋
に
て
定

例
総
会
並
び
に
研
修
会
が
行
わ
れ
八
日
に
は
懇
親

会
が
愛
媛
県
神
社
庁
庁
長
の
三
輪
田
泰
生
様
を
は

じ
め
多
く
の
御
来
賓
の
皆
様
に
も
お
集
ま
り
頂
き

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
四
国
地
区

の
会
と
い
う
こ
と
で
四
国
四
県
の
会
員
だ
け
で
は
な

く
、
全
国
協
議
会
か
ら
も
多
数
の
御
参
加
を
頂
き

普
段
あ
ま
り
お
話
す
る
機
会
が
な
い
他
県
の
方
々

と
様
々
な
意
見
や
情
報
の
交
換
が
で
き
、
非
常
に
良

い
懇
親
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
余
興
と
し
て

徳
島
、
香
川
、
高

知
、
神
青
協
、
そ

し
て
御
来
賓
方
々

と
五
組
に
分
か
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

者
二
名
の
方
に
愛

媛
の
お
酒
四
種

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

　

第
二
十
五
回
定
例
総
会

　
　

 

並
び
に
研
修
会
懇
親
会

り
伊
佐
爾
波
神
社
に
て
正
式
参
拝
を
行
っ
た
後
、

会
場
に
移
動
し
て
午
後
二
時
よ
り
開
講
式
並
び
に

定
例
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
神
宮
遥
拝
や
国
歌

斉
唱
、
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
、
田
窪
大
朗
会
長

に
よ
る
式
辞
と
続
き
、
来
賓
の
三
輪
田
泰
生
愛
媛

県
神
社
庁
庁
長
、
金
田
祐
季
神
道
青
年
全
国
協
議

会
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

定
例
総
会
で
は
、
昨
年
度
の
会
務
報
告
・
決
算

報
告
や
今
年
度
の
活
動
計
画
・
予
算
書
、
神
道
青

年
全
国
協
議
会
報
告
、
単
位
会
報
告
な
ど
一
連
の

議
案
が
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
令
和
の
御
大
礼
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
研
修
会
で
は「
御
代
替
～
祭
祀
と

継
承
～
」を
主
題
と
し
た
講
師
二
名
に
よ
る
基
調

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
講
目
は
、
講
師
に
河
村
忠
伸
先
生（
秋
葉

山
本
宮
秋
葉
神
社
禰
宜
・
國
學
院
大
學
研
究
開
発

推
進
機
構
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究

員
）を
お
迎
え
し
て
御
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。「
新

任
神
職
の
奉
仕
が
御
祈
祷
と
し
て
成
立
す
る
の

か
？
」や「『
御
祭
神
の

関
係
で
○
○
が
食
べ
ら

れ
ま
せ
ん
』を
解
決
す

る
方
法
」な
ど
、
興
味

深
い
事
例
を
挙
げ
つ
つ

近
世
の
神
職
が
直
面
し

た
信
仰
上
の
問
題
を
ど

の
よ
う
に
解
決
し
た
の

か
に
つ
い
て
お
話
し

な
さ
り
、
ま
た
神
社
本

庁
設
立
の
経
緯
を
も
と

に
、
正
し
い
神
社
神
道
の
在
り
方
を
後
世
に
継
承

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
説
か
れ
つ
つ
、
そ
の

驚
異
的
存
在
意
義
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
第
二
講
目
は
、
愛
媛
県
神
社
庁
副
庁
長

の
森
正
康
先
生（
綾
延
神
社
宮
司
・
松
山
東
雲
短

期
大
学
名
誉
教
授
）が「
民
俗
文
化
と
し
て
の
大

嘗
祭
」と
題
し
て
御
講
演
な
さ
い
ま
し
た
。
先
生

の
御
専
門
で
あ
る
民
俗
学
の
視
点
か
ら
稲
作
儀
礼

と
大
嘗
祭
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
上

で
、
折
口
信
夫
や
柳
田
國
男
な
ど
の
学
説
を
交
え

つ
つ
、
大
嘗
祭
の
本
義
に
関
す
る
問
題
点
を
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
両
講
演
と
も
受
講
者
は
熱
心
に
メ

モ
を
と
り
つ
つ
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

記
念
祝
賀
会
で
は
、
愛
媛
な
ら
で
は
の
清
興
と

し
て
、
地
酒
の
利
き
酒
会
が
来
賓
を
交
え
て
行
わ

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
媛

県
の
特
に
高
品
質
な
み
か
ん
を
使
用
し
た
記
念
品

も
用
意
さ
れ
、
四
国
四
県
の
会
員
同
士
が
和
や
か

に
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
盛
会
裡
に
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

会
員

西
条
市　

三
嶋
神
社

禰　

宜　
　

堀
川　

翔
央

たくさんの諸先輩方御臨席
ありがとうございました！

森正康先生～民俗学文化としての大嘗際～

愛媛県神社庁長挨拶

河村忠伸先生 御代替～祭祀と継承～



愛媛県内のみならず県外の若手神職とも
たくさんの交流をしています
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の
利
き
酒
を
し
て
頂
き

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
青
年

会
の
活
動
な
ど
を
通
し

て
同
じ
愛
媛
の
神
職
だ

け
で
は
無
く
他
県
の
神

職
の
方
達
と
も
交
流
を

深
め
様
々
な
知
識
や
経

験
を
個
人
的
に
も
神
職

と
し
て
も
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

八
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
神
社
本
庁
二
階
大

講
堂
に
於
い
て
、
令
和
元
年
度
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
よ
り
百
五
十
名
の
参
加
者
が
集
い

「
新
し
い
御
代
の
教
化
活
動
」を
主
題
と
し
て
、
國

學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
助
教
の
髙
野

裕
基
先
生
に「
践
祚
大
嘗
祭
の
基
礎
知
識
」、
国

令
和
元
年
度

　

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　
　
　
　

夏
期
セ
ミ
ナ
ー

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

西
条
市　

石
鎚
神
社

権
禰
宜　

曽
我
部　

洋
輔

　

令
和
元
年
九
月
四
日
、
高
知
県
須
崎
市
に
鎮
座

さ
れ
ま
す
、
加
茂
神
社
に
於
き
ま
し
て
四
国
四
県

よ
り
た
く
さ
ん
の
神
職
の
方
々
、
高
知
県
神
社
庁

庁
長
様
他
御
来
賓
の
方
々
の
御
臨
席
を
賜
り
第

二
十
一
回
神
道
行
法
錬
成
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
加
茂
神
社
宮
司
岡
田
博
親
様

よ
り
正
式
参
拝
の
後
、
開
講
式
が
執
り
行
わ
れ
行

法
指
導
に
移
り
ま
し

た
。
道
彦
に
は
高
知
県

星
神
社
宮
司
西
川
明
秀

先
生
、
助
彦
に
は
高

知
県
仁
井
田
神
社
宮

司
吉
野
慶
先
生
に
御

指
導
を
賜
り
ま
し
た
。

近
年
海
岸
で
の
禊
が

通
例
に
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
本
年
は
「
新

荘
川
」
と
い
う
河
川
で

の
指
導
で
し
た
。
平
成

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

第
二
十
一
回
神
道
行
法
錬
成
会

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

上
浮
穴
郡　

三
島
神
社

宮　

司　
　

佐
藤　

肇
国

利き酒に挑戦する参加者

際
政
治
学
者
の
三
浦
瑠
麗
先
生
に「
言
論
界
に
お

け
る
左
派
、
右
派
の
現
状
と
そ
の
対
立
を
越
え
て

ゆ
く
方
法
」、
外
務
省
国
際
協
力
局
地
球
規
模
課

題
総
括
課
課
長
補
佐
の
春
田
博
己
先
生
に「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
概
要
と
政
府
の
取
組
」の
演
題
に
て
御
講

演
頂
き
ま
し
た
。

　

新
た
な
御
代
を
迎
え
、
践
祚
大
嘗
祭
に
つ
い
て

学
び
と
共
に
、
時
代
に
即
し
た
教
化
活
動
を
展
開

す
る
た
め
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る
好
機
と
な

り
ま
し
た
。

聖寿万歳

新荘川にて禊行
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去
る
九
月
十
三
日
の
十
五
夜
、
綱
敷
天
満
神
社

に
お
い
て「
観
月
神
楽
の
夕
べ
」が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
の
方
が
神
前
に
手
作
り
の
月
見
団

子
を
御
供
え
し
、
芒
を
使
っ
た
生
け
花
を
設
え
、

来
場
者
へ
冷
た
い
お
茶
を
用
意
す
る
な
ど
し
て
準

備
に
御
協
力
頂
き
ま
し
た
。
神
社
が
近
隣
の
人
々

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
、
昼
間
は
晴
れ
て

い
た
も
の
の
、開
演
前
頃
か
ら
天
候
が
崩
れ
始
め
、

残
念
な
が
ら
月
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
沢
山
の
方
々
に
御
参
集
頂
き
、
左

記
の
演
目
を
執
り
行
い
ま
し
た

　

◦　

浦
安
の
舞（
神
楽
舞
）

　

◦　

神
躰
鈿
女
之
舞（
伊
豫
神
楽
）

　

◦　

越
天
楽（
管
絃
）

　

◦　

楽
器
紹
介（
雅
楽
器
）

　

◦　

陪
臚（
管
絃
）

　

◦　

悠
久
の
舞（
神
楽
舞
）

　

◦　

弓
の
舞（
伊
豫
神
楽
）

　

◦　

ふ
る
さ
と（
唱
歌
）

第
三
十
七
回 

観
月
神
楽
の
夕
べ

～ 

今
治
市 

綱
敷
天
満
神
社 

～

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

会
員

今
治
市　

綱
敷
天
満
神
社

宮　

司　
　

菅　
　

利
之

　

柳
原
会
長
が
雅
楽
演
奏
も
兼
ね
て
司
会
進
行
、

楽
器
紹
介
を
御
担
当
下
さ
り
、
慌
た
だ
し
い
中
で

も
和
や
か
で
落
ち
着
い
た
秋
の
夕
べ
を
演
出
し
て

頂
き
ま
し
た
。
蒸
し
暑
さ
も
感
じ
る
中
、
伊
豫
神

楽
や
石
鎚
神
社
の
巫
女
達
に
神
楽
舞
を
披
露
し
て

頂
き
、
時
代
を
遡
っ
た
よ
う
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

今
回
で
三
十
七
回
と
な
る「
観
月
神
楽
の
夕

べ
」で
す
が
、
私
は
今
回
が
四
度
目
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
雅
楽
を
楽
し
ま
れ
た
方
か
ら
は
、「
ま

た
演
奏
を
聴
く
機
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
」「
来
年

の
観
月
神
楽
の
場
所
が
わ
か
っ
た
ら
教
え
て
ほ
し

い
」と
、
そ
の
後
も
度
々
声
を
か
け
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
神
社
を
身
近
に
感
じ

て
頂
く
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
当
神
社

で
は
令
和
四
年
に
式
年
大
祭
を
開
催
予
定
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
奉
賛
事
業
が
忙
し
く
な
る
も
の
と

思
い
ま
す
が
、
地
域
氏
子
の
方
々
と
共
に
乗
り
越

え
、
今
後
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

巫女舞

大勢の方々にお越し頂きました

二
十
四
年
に
絶
滅
種
に
指
定
さ
れ
た
日
本
カ
ワ
ウ

ソ
が
最
後
に
確
認
さ
れ
た
場
所
で
非
常
に
澄
ん
だ

流
水
の
中
、
禊
行
を
致
し
ま
し
た
。

　

神
職
と
は
言
え
、
禊
を
す
る
機
会
は
数
え
る
程

も
な
く
、
先
生
の
御
指
導
を
賜
り
な
が
ら
心
身
の

穢
れ
を
清
浄
に
す
る
べ
く
、
行
法
の
反
復
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
加
茂
神
社
へ
戻
り
鎮
魂
作
法
の
指
導
で

し
た
。
鎮
魂
作
法
は
常
に
座
っ
て
い
ま
す
が
、
非

常
に
体
力
の
い
る
行
法
で
あ
る
と
痛
感
致
し
ま
し

た
。
皆
汗
が
に
じ
み
出
る
中
、
一
生
懸
命
受
講

出
来
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
神
職
に
は
約
半
年
に

一
度
、
「
大
祓
」
と
い
う
身
近
な
祓
の
行
事
が
あ

り
ま
す
が
、
身
を
以
て
祓
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
、
神
道
行
法
は
無
心
に
な
り
、
意
識
が
変
わ
る

素
晴
ら
し
い
祓
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

錬
成
会
終
了
後
、
高
知
県
神
道
青
年
会
の
御
案

内
に
よ
り
懇
親
会
も
あ
り
、
県
内
に
留
ま
ら
ず
、

四
国
の
神
職
の
方
々

と
の
交
流
も
あ
り
有

意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
御
指
導
頂

き
ま
し
た
先
生
方
、

御
準
備
頂
き
ま
し
た

神
道
青
年
四
国
地
区

協
議
会
、
高
知
県
神

道
青
年
会
に
感
謝
致

し
ま
し
て
、
御
報
告

と
致
し
ま
す
。

正式参拝 於 加茂神社
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例
年
に
比
べ
幾
分
寒
さ
が
和
ら
ぎ
ま
し
た
が
、

紅
葉
も
段
々
と
散
り
冬
の
訪
れ
を
肌
で
感
じ
る

頃
、
令
和
元
年
十
一
月
二
十
五
日
、
午
後
五
時
よ

り
愛
媛
縣
護
國
神
社
東
参
列
殿
に
於
い
て
三
島
由

紀
夫
・
森
田
必
勝
両
烈
士
追
悼
四
十
九
周
年
慰
霊

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
烈
士
が
国
の
行
く
末
を
憂
い
、
命
を
賭
し
て

決
起
を
呼
び
か
け
る
も
叶
わ
ず
、
無
念
に
も
自
ら

命
を
絶
っ
た
日
か
ら
早
四
十
九
年
の
月
日
が
流
れ

る
中
、
そ
の
御
霊
を
慰
め
、
両
烈
士
の
志
を
受
け

継
ぎ
改
憲
の
決
意
を
新
た
に
す
べ
く
、
斎
主
後
藤

正
幸
副
会
長
を
始
め
、
祭
員
・
伶
人
が
祭
儀
を
進

め
、
祭
主
柳
原
永
祥
会
長
、
来
賓
と
し
て
臨
席
を

三
島
由
紀
夫
・

　

森
田
必
勝
両
烈
士

　

 
追
悼
四
十
九
周
年
慰
霊
祭

玉串拝礼

重松惠三先生 憲法改正にかける想い

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

西
条
市　

石
鎚
神
社

権
禰
宜　
　

勝
本　

貴
大

賜
り
ま
し
た
神
道
政
治
連
盟
愛
媛
県
本
部
本
部
長

長
曽
我
部
昭
一
郎
様
、
愛
媛
縣
護
國
神
社
宮
司
額

田
照
彦
様
、
日
本
協
議
会
愛
媛
県
支
部
代
表
幹
事

越
智
敏
雄
様
、
愛
媛
県
議
会
議
員
自
由
民
主
党
神

道
議
員
連
盟
会
長
明
比
昭
治
様
、
愛
媛
県
議
会
議

員
森
髙
康
行
様
は
じ
め
参
列
者
一
同
心
を
一
つ
に

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

祭
儀
終
了
の
後
、
日
本
会
議
愛
媛
県
本
部
相
談

役
重
松
惠
三
様
よ
り
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
自
主

憲
法
の
制
定
を
目
指
し
、
真
の
日
本
人
の
誇
り

と
自
信
を
取
り
戻
す
為
に
命
を
賭
し
て
行
動
し
、

散
っ
て
い
っ
た
両
烈
士
の
熱
い
想
い
を
後
世
へ
伝

え
、
未
だ
叶
わ
な
い
憲
法
改
正
の
悲
願
達
成
の
為

に
と
熱
を
込
め
て
お
話
頂
い
た
姿
に
心
打
た
れ
ま

し
た
。

　

来
年
、
追
悼
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

憲
法
改
正
の
悲
願
達
成
の
御
報
告
を
両
烈
士
に
捧

げ
ら
れ
る
よ
う
関
係
各
位
の
努
力
が
一
層
必
要
に

な
る
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
列
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
講
演
頂
き
ま

し
た
重
松
先
生
に
感
謝
を
申
し
上
げ
御
報
告
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

若
竹
第
七
十
二
号
助
成
寄
付
御
芳
名
に
於
い
て

記
載
漏
れ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

若
竹  
第
七
十
二
号
に
つ
い
て

〜
御
案
内
〜

新
年
研
修
会
並
び
に
新
年
互
礼
会

【
日　

時
】令
和
二
年　

一
月
二
十
二
日（
水
・
先
負
）

　
　
　
　

午
後
四
時
よ
り　
　
　
　

新
年
研
修
会

　
　
　
　

午
後
六
時
三
十
分
よ
り　

新
年
互
礼
会

【
場　

所
】新
年
研
修
会「
椿
神
社
」

　
　
　
　

新
年
研
修
会
演
題

　
　
　
　
「
災
害
対
策
に
つ
い
て
」

　
　
　
　

講
師　

西
予
市
野
村
支
所　

総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

清
家　

卓　

先
生

　
　
　
　

新
年
互
礼
会 

「
国
際
ホ
テ
ル
松
山
」

神
道
青
年
全
国
協
議
会
中
央
研
修
会

【
日　

時
】令
和
二
年　

三
月
十
八
日（
水
・
先
勝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
九
日（
木
・
友
引
）

【
主　

管
】神
道
青
年
東
海
地
区
協
議
会

【
担　

当
】静
岡
県
神
道
青
年
会

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
役
員
研
修
会
・
顧
問
会

【
日　

時
】令
和
二
年　

六
月
九
日（
火
・
先
負
）

　
　
　
　

午
後
四
時
よ
り　
　
　
　

役
員
研
修
会

　
　
　
　

午
後
六
時
三
十
分
よ
り　

顧
問
会

【
場　

所
】Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
　
　
　

役
員
研
修
会
演
題

　
　
　
　
「
過
疎
化
対
策
」

　
　
　
　

講
師　

愛
媛
県
神
社
庁
久
万
支
部

　
　
　
　
　
　
　

支
部
長　

小
野　

哲
也　

先
生

【
東
予
】

金.　

伍
阡
圓
也

　

濱
上
神
社	
赤 
尾　

和 

則　

殿

【
中
予
】　

金.　

弐
萬
圓
也

　

日
招
八
幡
大
神
社	

玉 

井　

正 
保　

殿

金.　

壹
萬
圓
也

　

風
早
大
神
宮	

正 

岡　

重 
岩　

殿

　

浮
嶋
神
社	

相 

原　

宗 

正　

殿

御 

寄 

付

金.

伍
阡
圓
也

　

朝
日
八
幡
神
社	

田 

内　

一 

弘　

殿

【
南
予
】

金.

壹
萬
圓
也

　

総
社
大
明
神
社	

森 

本　

隆 

夫　

殿

金.

伍
阡
圓
也

　

三
瀧
神
社	

笹 

岡　
　

 

隆　

殿

　

大
元
神
社	

井 

上　

正 

樹　

殿

　

由
良
神
社	

赤 

松　

千 

明　

殿

　

誤
り
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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に
回
る
と
更
に
百
十
分
待

ち
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
大
嘗
宮
を
後
に

さ
れ
る
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
中
、予
定
し
て
い
た
時
間

を
超
過
し
よ
う
と
も
大
嘗

宮
を
正
面
か
ら
見
な
い
で

帰
る
と
い
う
選
択
肢
は
私

た
ち
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。こ
の
研
修
に
か
け
る

皆
さ
ん
の
軒
並
み
な
ら
ぬ

思
い
と
情
熱
を
感
じ
ま
す
。

　

更
に
待
つ
事
一
時
間
。つ
い
に
日
の
光
を
受
け
て
輝

く
大
嘗
宮
…
。
正
面
か
ら
き
ち
ん
と
拝
見
す
る
こ
と

が
叶
い
ま
し
た
。
華
美
な
装
飾
な
ど
が
見
ら
れ
な
い

一
見
簡
素
な
つ
く
り
の
建
物
で
す
が
、カ
ラ
マ
ツ
や
ヤ

チ
ダ
モ
、ス
ギ
な
ど
の
木
材
を
使
用
し
て
建
て
ら
れ
、

特
に
黒
木
造
り
（
樹
皮
の
つ
い
た
木
材
で
建
て
ら
れ

て
い
る
）の
悠
紀
殿
と
主
基
殿
お
よ
び
廻
立
殿
、
大

嘗
宮
の
東
西
南
北
に
あ
る
神
門
は
ど
う
し
て
も
見
た

か
っ
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
し
た
の
で
、
近
く
で
見
ら
れ

て
感
動
し
ま
し
た
。

　

立
ち
止
ま
る
と
危
険
で
す
と
促
さ
れ
て
、
正
面
か

ら
全
景
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ほ
ん
の
ひ

と
時
で
し
た
が
都
心
の
高
層
ビ
ル
群
に
囲
ま
れ
た
場

所
に
あ
り
な
が
ら
古
代
の
工
法
そ
の
ま
ま
に
建
て
ら

れ
た
大
嘗
宮
を
目
に
焼
き
付
け
て
い
る
と
連
綿
と
受

け
継
が
れ
る
日
本
の
伝
統
に
心
打
た
れ
、
皇
室
の
皆

さ
ま
と
先
人
た
ち
の
思
い
を
受
け
取
っ
た
よ
う
な
気

持
ち
が
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
個
人
的
に
膳
屋
や
柴
垣
に
差
し
て
あ
る
植
物

が
気
に
な
っ
て
い
た
私
で
す
が
、（
榊
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）二
日
目
の
迎
賓
館
見
学
時
に
謎
が
解
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
十
二
月
の
東
京
で
快
晴
に
恵
ま
れ
、

ぽ
か
ぽ
か
と
し
た
陽
気
の
中
で
無
事
に
大
嘗
宮
の
見

学
を
終
え
ら
れ
た
こ
と
、
天
照
大
御
神
の
お
は
か
ら

い
に
感
謝
し
つ
つ
大
嘗
宮
を
後
に
し
ま
し
た
。
手
荷

物
検
査
を
通
過
し
て
か
ら
約
三
時
間
の
滞
在
と
な
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
正
式
参
拝
を
さ
せ
て
頂
く
た
め
下
谷
神
社

　

令
和
元
年
十
二
月
四
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
、
大

嘗
宮
見
学
研
修
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
は
、
大
嘗
宮
の
見
学
を
通
し
て

見
聞
を
広
め
る
べ
く
、
卒
会
さ
れ
る
方
の
慰
労
も
兼

ね
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
は
十
五
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、松
山
空
港
の
ロ
ビ
ー
に
て
集
合
し
予
定

通
り
東
京
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　

羽
田
空
港
へ
降
り
立
つ
と
大
変
良
い
お
天
気
で
美

し
い
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
嘗
宮
で
は
持
ち
物
検
査
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
手
荷
物
を
預
け
そ
の
後
、
足
取
り
軽
く
大

嘗
宮
へ
向
か
っ
て
い
た
私
た
ち
で
す
が
、銀
杏
並
木
の

綺
麗
な
行
幸
通
り
か
ら
見
え
る
皇
居
周
辺
の
人
人
人

…
。こ
の
日
は
お
天
気
に
恵
ま
れ
た
こ
と
と
、大
嘗
宮

の
一
般
参
観
な
ら
び
に
秋
季
の
乾
通
り
一
般
公
開
と

が
重
な
り
平
日
で
あ
り
な
が
ら
大
変
な
人
出
と
な
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

特
設
さ
れ
た
手
荷
物
の
検
査
場
に
て
ボ
デ
ィ

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
と
、

ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
揃
っ
て
坂
下

門
か
ら
宮
内
庁
庁
舎
を
左

手
に
見
な
が
ら
乾
通
り
を

ま
っ
す
ぐ
進
み
、
途
中
で
西

桔
橋
を
渡
る
と
大
嘗
宮
の

北
側
が
見
え
て
来
ま
す
。

　

参
観
者
は
こ
こ
ま
で
に

一
時
間
ほ
ど
費
や
し
て
や
っ

と
建
物
を
拝
む
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
状
態
で
正
面

大
嘗
宮
見
学
研
修
旅
行

へ
向
か
い
ま
す
。

　

参
拝
を
さ
せ
て
頂
い
た
拝
殿
の
天
井
に
絵
が
描
か

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災

を
う
け
て
、
昭
和
九
年
に
御
社
殿
を
新
た
に
造
営
さ

れ
た
際
に
横
山
大
観
画
伯
に
御
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　

力
強
い
龍
の
絵
で
大
き
さ
は
横
が
十
尺
、
縦
が
六

尺
あ
り
、
天
井
絵
と
い
う
こ
と
で
下
か
ら
見
上
げ
る

と
い
う
特
殊
な
環
境
で
飾
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て

構
図
な
ど
も
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

続
い
て
宮
司
様
よ
り
今
年
関
東
地
方
を
襲
っ
た
台

風
十
五
号
な
ら
び
に
十
九
号
に
よ
る
被
害
の
状
況
、

特
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
千
葉
県
で
の
活
動

や
支
援
の
内
容
な
ど
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
で
も
昨
年
は
南
予
地
方
を
中
心
に
大
雨
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
都
道
府
県
の
神
道
青
年

会
が
お
互
い
に
手
を
取
り
合
い
支
援
の
輪
を
広
げ
、

助
け
合
い
な
が
ら
復
興
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き

及
ん
で
お
り
ま
し
た
の
で
、
備
え
る
こ
と
、
蓄
え
る
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
神
社
の
被
害
状
況
や
全

国
か
ら
の
支
援
の
内
容
な
ど
を
詳
細
に
ま
と
め
た
資

料
を
御
紹
介
頂
き
ま
し
た
。
時
間
の
都
合
上
全
て
に

目
を
通
す
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
愛
媛
県

神
社
庁
で
も
閲
覧
が
で
き
る
そ
う
な
の
で
青
年
会
員

の
皆
さ
ま
、ぜ
ひ
一
度
御
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

　

無
事
に
一
日
目
の
日
程
を
終
え
て
、
都
内
の
飲
食

店
に
て
懇
親
会
を
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
宮
中
三
殿
で
は
親
謁
の
儀
が
執
り
行
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
ち
ら
に
衣
紋
者
と
し
て
随

行
さ
れ
て
い
た
後
藤
正
明
さ
ん
も
加
わ
り
、
和
や
か

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
女
子
会
員

は
こ
ち
ら
で
解
散
致
し
ま
し
た
が
、
男
性
会
員
の
皆

さ
ん
は
こ
の
後
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
っ
た
模
様
で
す
。

　

二
日
目
は
、
防
衛
省
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。
ま
ず
正
門
で
入
門
手
続
き
を
行
い
、エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
庁
舎
の
あ
る
区
画
へ
と
移
動
す
る
と
丁
度
正

面
の
儀
仗
広
場
に
て
運
良
く
儀
仗
の
訓
練
風
景
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
各
庁
舎
の
御
説
明
が
あ
り
、
通
信
局
舎
に

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

会
員

伊
予
郡　

三
島
神
社

権
禰
宜　
　

阿
部　

玲
子今から並びますよ！

日頃の運動不足解消！
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は
二
百
二
十
メ
ー
ト
ル
の
通
信
鉄
塔
が
聳
え
立
っ
て

い
ま
す
。

　

次
に
場
所
を
市
ヶ
谷
記
念
館
へ
と
移
し
、
移
設
さ

れ
て
き
た
旧
一
号
館
の
玄
関
ホ
ー
ル
や
大
時
計
、ま
た

極
東
国
際
軍
事
裁
判
の
法
廷
と
し
て
使
用
さ
れ
た
大

講
堂
を
見
学
し
ま
し
た
。
二
階
の
展
示
室
は
旧
陸
軍

大
臣
室（
前
陸
自
東
方
総
監
室
）と
旧
便
殿
の
間（
前

陸
自
幹
部
学
校
長
室
）で
、
旧
陸
軍
大
臣
室
は
三
島

事
件
の
舞
台
で
も
あ
っ
た
お
部
屋
で
す
。
そ
の
時
の

刀
傷
な
ど
も
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
メ
モ
リ

ア
ル
ゾ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
区
画
で
公
務
に
よ
る
殉
職

者
の
慰
霊
碑
に
お
参
り
を
し
て
約
二
時
間
の
見
学
ツ

ア
ー
を
終
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、迎
賓
館
赤
坂
離
宮
へ
向
か
い
ま
す
。迎
賓

館
で
も
西
門
入
り
口
で
手
荷
物
の
検
査
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、空
港
の
検
査
場
さ
な
が
ら
の
厳
し
い
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
な
け
れ
ば
中
に
は
入
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
荷
物
検
査
の
順
番
を
待
っ
て
い
る
と
側
に
葉
の

生
い
茂
る
木
が
あ
り
ま
し
た
。
大
嘗
宮
の
柴
垣
と
膳

屋
に
差
し
て
あ
っ
た
枝
と
同
じ
木
で
す
。
ス
ダ
ジ
イ

（
椎
の
木
）
と
い
う
ド
ン
グ
リ
の
木
で
し
た
。
前
日
の

謎
が
解
け
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
後
日
知
り
ま
し
た

が
、
差
し
て
あ
る
枝
は
椎
の
和
恵（
し
い
の
わ
え
）
と

い
う
も
の
だ
そ
う
で
す
。
ド
ン
グ
リ
の
実
は
縄
文
時

代
か
ら
日
本
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
神
饌

を
調
理
す
る
建
物
に
椎
の
枝
が
差
し
て
あ
る
の
も
何

か
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

検
査
を
通
過
す
る
と
い
よ
い
よ
本
館
へ
。

　

迎
賓
館
は
明
治
時
代
の
一
流
建
築
家
や
美
術
工
芸

家
が
総
力
を
挙
げ
て
建
設
し
た
日
本
に
お
け
る
唯
一

の
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
西

洋
風
宮
殿
建
築
で
、
当
時
の

欧
米
の
最
新
技
術
や
流
行
も

取
り
入
れ
つ
つ
、
和
の
意
匠
に

も
こ
だ
わ
っ
た
建
物
と
な
っ
て

お
り
、
随
所
に
和
洋
の
対
比

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
改
修
の
た
め
約
二
年

間
閉
室
し
て
い
た
朝
日
の
間

は
、
平
成
三
十
一
年
の
四
月
に

公
開
が
再
開
さ
れ
た
ば
か

り
で
、
百
年
以
上
も
前
に

描
か
れ
た
天
井
画
も
美
し

く
再
生
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

朝
日
を
背
に
し
た
女
神
の

天
井
画
や
ビ
ロ
ー
ド
の
カ
ー

テ
ン
、
桜
花
を
ち
り
ば
め
た

緞
通
も
新
調
さ
れ
、
朝
日

の
中
に
い
る
よ
う
な
と
て

も
暖
か
く
明
る
い
空
間
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
語
り
足
り
ま
せ
ん
が
、

と
て
も
文
字
で
は
言
い
尽
く
せ
ま
せ
ん
。
是
非
実
際

に
足
を
運
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
全
日
程
を
終
え
、
羽
田
空
港
よ
り
愛
媛

へ
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

短
い
間
で
し
た
が
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
会
長
を
は
じ
め
事
務
局
の
皆
さ
ん
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
ど
う
活
か
す
か
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
ま
ず
氏
子
の
皆
さ
ん
や
知
人
へ
の
お
土

産
話
と
し
て
、
今
回
感
じ
た
こ
と
を
お
伝
え
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

去
る
十
二
月
十
日
、
標
記
の
会
が
徳
島
県
に
て

開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
柳
原
会
長
以
下
六
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

第
六
回 
中
国
五
県
青
年
神
職
協
議
会

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会 

合
同
会

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

副
会
長

伊
予
郡　

高
忍
日
賣
神
社

禰　

宜　
　

後
藤　

正
幸

　

ま
ず
、
午
後
一
時
半
よ
り
海
上
自
衛
隊
徳
島
航

空
基
地
に
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修

で
は
海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群
広
報
室
の
方

よ
り
、
徳
島
航
空
基
地
の
歴
史
や
徳
島
教
育
航
空

群
の
概
要
、
災
害
へ
の
対
応
等
御
説
明
を
頂
き
、

続
い
て
練
習
機
や
広
報
館
の
見
学
等
を
さ
せ
て
頂

き
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
、
場
所
を
徳
島
市
内
に
移
し
て

懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
四
国
内
同
士
は
も
ち

ろ
ん
、
普
段
は
な
か
な
か
交
流
の
機
会
が
な
い
中

国
地
区
の
方
々
と
も
お
話
を
す
る
機
会
が
で
き
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
後
に
は
場
所
を
市
内
に
あ
る
阿

波
お
ど
り
会
館
へ
と
移
し
、
毎
日
午
後
八
時
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
阿
波
お
ど
り
の
公
演
を
鑑
賞
す
る

機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
阿
波
お
ど
り
を
見
る
だ
け

で
は
な
く
、
踊
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
実
際
に

み
ん
な
で
阿
波
お
ど
り
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
参
加
者
の
中
か
ら
上
手
な
人
が
数
名

選
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
我
々
青
年
神
職
の
中
か
ら

は
唯
一
、
本
会
柳
原
会
長
が
選
ば
れ
、
賞
品
を
ゲ
ッ

ト
致
し
ま
し
た
！

　

そ
の
後
は
公
式
二
次
会
も
あ
り
、
徳
島
県
青
年

神
職
会
の
皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
皆
が

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

海上自衛隊基地見学

会長実は踊り上手です！

横山大観画伯の天井絵

祝賀御列の儀に使用されたオープンカー
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令
和
元
年
十
一
月
十
四
日
夕
刻
か
ら
十
五
日
未

明
に
か
け
て
、
皇
居
・
東
御
苑
で
大だ

い
じ
ょ
う
き
ゅ
う

嘗
宮
の
儀
が

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
都
心
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
う
よ
う
な
浄
闇
の
中
、
庭
燎
に
照
ら
さ
れ
荘

厳
か
つ
清
廉
な
大
嘗
宮
に
想
い
を
致
し
つ
つ
、

衣え
も
ん
じ
ゃ

紋
者
と
し
て
祈
り
に
包
ま
れ
緊
張
感
に
満
ち
た

空
間
に
奉
仕
す
る
喜
び
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
の

を
感
じ
ま
し
た
。

　

普
段
霞
会
館
衣
紋
道
研
究
会
で
研
鑚
を
積
み
、

大
学
で
衣
紋
や
祭
式
を
専
門
に
講
義
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
私
は
宮
内
庁
の
委
嘱
で
衣
紋
者
と
し

て
奉
仕
し
ま
し
た
。

　

衣え
も
ん
ど
う

紋
道
と
は
着
装
に
必
要
な
技
術
や
知
識
体
系

を
い
い
、
髙た

か
く
ら倉
流
と
山や

ま
し
な科
流
が
あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
等
で
御
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
御
大
礼
の
装
束
は
通
常
と
は
少
し
異
な

り
ま
す
。
男
性
は
主
に
束そ

く
た
い帯
を
、
女
性
は
五い

つ
つ
ぎ
ぬ衣
・

唐か
ら
ぎ
ぬ衣
・
裳も

の
所
謂
十じ

ゅ
う
に
ひ
と
え

二
単
を
着
用
。
束
帯
は
衣い

か
ん冠

の
原
形
で
、
石
飾
り
付
き
革
ベ
ル
ト
の
石せ

き
た
い帯
で
袍

を
ま
と
め
ま
す
。
衣
冠
と
違
い
、
一
人
で
は
着
け

ら
れ
な
い
た
め
前
後
二
人
一
組
で
行
い
ま
す
。

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会　

会
員

伊
予
郡　

高
忍
日
賣
神
社

権
禰
宜　
　

後
藤　

正
明

　

儀
式
が
長
時
間
で
、
装
束
を
着
慣
れ
な
い
方
や

様
々
な
所
作
を
す
る
方
が
御
方
の
た
め
、
如
何
に

正
確
に
丁
寧
に
、
負
担
を
か
け
ず
着
崩
れ
な
い
よ

う
お
着
け
す
る
か
、
細
や
か
な
注
意
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

即
位
礼
当
日
は
日
の
出
前
か
ら
奉
仕
で
し
た
。

午
前
の
賢
所
大
前
の
儀
で
は
、
天
皇
陛
下
は
御
束

帯
の
帛は

く
の
ご
ほ
う

御
袍
、
皇
后
陛
下
は
白

は
く
し
ょ
く
は
く
の

色
帛
御
五
衣
・
同

御
唐
衣
・
同
御
裳
で
臨
ま
れ
ま
し
た
。
帛
と
は
純

白
で
無
文
平
絹
の
こ
と
。
天
皇
陛
下
が
頓
宮
か
ら

廻か
い
り
ゅ
う
で
ん

立
殿
に
渡
御
の
際
と
、
皇
后
陛
下
が
大
嘗
宮
の

儀
で
も
お
召
し
に
な
る
神
事
専
用
の
御
装
束
で

す
。

　

午
後
は
即
位
礼
正
殿
の
儀
。
不
思
議
な
こ
と

に
、
前
夜
か
ら
の
強
い
雨
風
は
直
前
に
止
み
ま
し

た
。
宮
殿
中
庭
に
は
色
彩
豊
か
な
旛ば

ん

類
が
飾
ら

れ
、
文
武
官
姿
の
庭
上
参
役
者
は
屋
内
に
列
立
。

天
皇
陛
下
は
御ご

そ
く
た
い
こ
う
ろ
ぜ
ん
の
ご
ほ
う

束
帯
黄
櫨
染
御
袍
で
高た

か
み
く
ら

御
座
に
、

皇
后
陛
下
は
御み

ち
ょ
う
だ
い

帳
台
に
御お

ん
い
つ
つ
ぎ
ぬ

五
衣
・
御お

ん
か
ら
ぎ
ぬ

唐
衣
・
御お

ん
も裳

の
お
姿
で
登
ら
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
高
御
座

左
右
の
御
帳
を
褰か

か

げ
る
侍
従
は
、
向
か
っ
て
右
が

髙
倉
流
、
左
は
山
科
流
で
着
装
。
大
き
な
違
い

は
、
背
面
の
石
帯
が
全
部
隠
れ
る
の
が
山
科
流
、

半
分
み
え
る
の
が
髙
倉
流
で
す
。
陛
下
以
外
は
束

帯
の
裾き

ょ

を
引
か
ず
、
纔さ

い
じ
ゃ
く着
で
地
面
す
れ
す
れ
に
着

け
ま
す
。

　

衣
紋
者
は
裏
方
の
た
め
表
に
は
出
ま
せ
ん
が
、

中
継
で
私
が
着
け
た
御
方
が
奉
仕
さ
れ
る
様
子
を

み
た
時
の
感
動
や
万
歳
三
唱
と
礼
砲
の
振
動
は
今

で
も
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
大
嘗
宮
の
儀
当
日
で
す
。

午
前
に
大
嘗
祭
当
日
賢
所
大
御
饌
供
進
の
儀
、
皇

霊
殿
神
殿
奉
告
の
儀
が
あ
る
た
め
、
早
朝
か
ら
の

奉
仕
で
し
た
。
午
後
は
、
大
嘗
宮
に
移
動
し
て
奉

仕
員
の
着
装
で
す
。
大
嘗
宮
の
儀
で
は
、
皇
嗣
殿

下
皇
族
以
下
全
て
清
浄
を
表
す
小お

み
ご
ろ
も

忌
衣
を
一
番
上

に
着
け
、
男
性
は
冠
に
日ひ

か
げ
の
か
ず
ら

蔭
鬘
、
女
性
は
頭
に

日ひ
か
げ
の
い
と

蔭
絲
を
着
け
る
特
別
な
仕
様
。
小
忌
衣
は
麻
の

布
製
で
右
肩
に
赤
・
黒
の
紐
が
前
後
二
筋
あ
り
、

青あ
お
ず
り摺
で
文
様
を
出
し
ま
す
。
ま
た
、
端
は
縫
い
止

め
ず
袖
の
下
一
箇
所
を
紙
縒
り
結
び
止
め
る
簡
素

な
作
り
。
古
代
の
服
装
を
一
番
上
に
着
け
て
、
古

い
姿
を
蘇
ら
せ
て
い
る
訳
で
す
。

　

天
皇
陛
下
は
廻
立
殿
で
帛
御
袍
か
ら
御
祭
服
を

お
召
替
え
に
な
り
、
皇
后
陛
下
は
白
色
帛
御
五

衣
・
同
御
唐
衣
・
同
御
裳
で
臨
ま
れ
ま
す
。
御
祭

服
は
大
嘗
祭
と
新
嘗
祭
の
み
で
、
練ね

り
ぎ
ぬ絹
に
比
べ
人

の
手
が
加
わ
っ
て
い
な
い
生す

ず
し絹
の
た
め
最
も
清
浄

と
さ
れ
ま
す
。
他
に
も
様
々
な
装
束
が
あ
り
ま
す

が
、
ま
た
の
機
会
に
御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
の
御
奉
仕
で
、
技
術
継
承
は
勿
論
、
先
人

の
想
い
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
御
大
礼
の
装
束
と
衣
紋
道
は
千
年
以
上
の

長
い
歴
史
の
中
で
、
幾
多
の
危
機
を
乗
り
越
え
て

現
代
に
至
っ
て
い
ま
す
。
私
も
ま
た
衣
紋
道
に
携

わ
る
一
人
と
し
て
、
次
の
世
代
に
伝
統
を
継
承
し

て
ゆ
け
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

御
大
礼
に
奉
仕
し
て

特 

集



御多忙の中ありがとうございました！
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そ
れ
行
け
！
二
足
の
わ
ら
じ

兼
職
会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
公
務
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

幼
い
頃
か
ら
、
神
社
の
仕
事
を
す
る
こ
と
は
心

に
決
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
神
職
の
仕
事
だ
け

で
は
生
活
が
困
難
な
た
め
、
兼
業
職
を
探
し
て
い

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
や
福
祉
関
係
の
仕
事
な
ど
が
選
択

肢
と
し
て
は
あ
り
ま
し
た
が
、
役
場
で
の
仕
事
が
、

土
日
の
休
み
が
あ
る
こ
と
や
、
異
動
で
遠
方
に
行

く
心
配
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
公
務
員
を
選
択

し
ま
し
た
。

―
簡
単
に
な
れ
る
よ
う
な
職
種
で
は
な
い
よ
う
な

気
が
し
ま
す
が
？

　

試
験
は
と
て
も
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
で
一
番
勉
強
し
た
と
思
い
ま
す

（
笑
）。
た
だ
実
際
は
、
採
用
さ
れ
て
様
々
な
業
務
に

就
い
て
か
ら
の
方
が
学
ぶ
こ
と
は
多
い
仕
事
で
す
。

―
市
役
所
で
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま

す
か
？

　

西
予
市
役
所
野
村
支
所（
旧
野
村
町
）で
観
光
の

担
当
を
し
て
い
ま
す
。
主
に
は
乙
亥
相
撲
の
関
係
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
が
る
こ
と
は
何
で
も
っ
て
感
じ
で
す
。

―
市
役
所
の
仕
事
の
や
り
が
い
を
教
え
て
下

さ
い
。

　

一
番
は
、
市
民
の
方
の「
あ
り
が
と
う
」
っ
て
言

葉
を
聞
け
た
と
き
で
す
。
ど
う
し
て
も
市
役
所
の

仕
事
は
や
っ
て
も
ら
っ
て
当
た
り
前
と
思
う
住
民
の

方
が
多
く
、
特
に
感
謝
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
法
律
や
条
例
に
準
じ
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
し
て
も
出
来
る
こ
と
と
出
来
な
い
こ

と
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
誠

意
を
も
っ
て
対
応
で
き
た
と
き
に
は
、
市
民
の
方
も

率
直
に
感
謝
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

―
神
社
の
仕
事
と
の
両
立
で
、
良
い
面
な
ど
あ
り

ま
し
た
か
？

　

職
場
の
理
解
が
得
や
す
い
こ
と
が
一
番
で
す
。
神

社
の
仕
事
は
土
日
中
心
に
行
っ
て
は
い
ま
す
が
、
ど

う
し
て
も
平
日
に
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
有
給
休
暇
の
権
利
が
し
っ
か
り
行

使
で
き
る
職
場
は
有
り
難
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
方
に
顔
を
知
っ
て
も
ら
え
る
と
い

う
の
も
あ
り
ま
す
。
神
主
の「
三
瀬
洋
平
」で
も
あ

り
ま
す
が
、
市
役
所

の「
三
瀬
洋
平
」で
も

あ
り
、
神
社
の
仕
事

で
お
付
き
合
い
の
あ

る
方
と
、
役
所
の
仕

事
で
関
わ
る
こ
と
も

当
然
あ
り
ま
す
。
そ

の
逆
も
あ
り
ま
す
。

ど
っ
ち
も
真
心
を
込

め
て
業
務
に
当
た
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕

事
で
す
の
で
、
気
は
抜

け
ま
せ
ん
。

―
昨
年
は
、
大
き
な
災

害
が
あ
り
ま
し
た
が
？

　

ま
さ
か
、
自
分
の
町

で
こ
ん
な
災
害
が
起
こ

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
当
時
は
、
避
難

所
の
担
当
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
水
や
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
な
い

こ
と
は
非
常
に
困
り
ま
し
た
し
、
そ
の
有
り
難
さ

を
再
確
認
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
多
大
な
御
支

援
を
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
は
復
興
・
復
旧
作
業
も
進
み
徐
々
に
元
の
生

活
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
災
害

を
経
た
心
の
傷
は
す
ぐ
に
癒
え
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
復
旧
し
て
い
く
中
で「
神
社
」と
い
う
も

の
が
、
そ
の
地
域
で
生
活
す
る
方
々
に
と
っ
て
、
心

の
拠
り
所
な
の
だ
と
も
実
感
し
ま
し
た
。

―
西
予
市
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

西
予
市
は
海
抜
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
４
０
０
メ
ー

ト
ル
の
と
こ
ろ
ま
で
あ
り
、
様
々
な
気
候
風
土
の
恵

ま
れ
た
場
所
で
す
。
気
候
風
土
の
違
う
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
、
独
自
の
文
化
が
育
ま
れ
、
地
域
の
方
に

よ
っ
て
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
私
が
住
む

野
村
町
は
、「
乙
亥
相
撲
」で
知
ら
れ
る
よ
う
に
相
撲

を
通
し
て
地
域
文
化
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

西
予
市
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
取
材　

佐
藤　

肇
国
》

神
道
青
年
会
　
元
理
事

西
予
市
・
三
島
神
社

権
禰
宜
　
三
瀬
　
洋
平
さ
ん

職
種
　
西
予
市
役
所
野
村
支
所

産
業
建
設
課（
観
光
担
当
）
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の
は
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
で
す
。

自
分
で
使
え
る
お

金
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
が

大
き
い
と
思
い
ま

す
。

―
よ
く
釣
り
に
は

行
く
の
で
す
か
？

　

釣
り
は
季
節
に

よ
っ
て
釣
れ
る
魚

が
違
う
た
め
、
季
節
を
問
わ
ず
、
時
間
が
あ
る
と

き
に
は
海
に
向
か
っ
て
ま
す（
笑
）。
平
日
は
幼

稚
園
で
の
仕
事
や
、
土
日
も
神
社
の
仕
事
な
ど
が

あ
る
た
め
、
な
か
な
か
釣
り
の
時
間
を
取
れ
な
い

の
が
現
状
で
す
が
、
月
に
３
回
以
上
は
や
っ
て
る

気
が
し
ま
す
。
い
け
る
と
き
に
は
、
仕
事
終
わ
り

の
夕
方
か
ら
出
発
し
、
車
中
泊
な
ど
し
な
が
ら
没

頭
し
て
い
ま
す
。

―
釣
り
の
面
白
さ
と
は
？

　

魚
は
決
ま
っ
た
釣
り
方
で
は
釣
れ
ま
せ
ん
。
季

節
や
狙
う
魚
、
そ
の
時
の
潮
の
具
合
な
ど
を
考
え

な
が
ら
最
適
な
仕
掛
け
を
考
え
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

釣
れ
な
い
時
間
も
あ
り
ま
す
が
、
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
釣
れ
る
方
法
を
考
え
ま
す
。
何
時
間
も
考
え

た
末
に
釣
れ
た
時
の
喜
び
は
言
葉
で
は
言
い
表
せ

ま
せ
ん
。

―
や
は
り
魚
を
食
べ

る
こ
と
も
好
き
な
の

で
す
か
？

　

正
直
、
食
べ
る
こ

と
に
関
し
て
は
あ
ま

り
好
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん（
笑
）た
だ
命

を
頂
い
て
い
ま
す
の

で
、
お
い
し
く
調
理

し
て
頂
い
て
い
ま

す
。
主
に
父
が
。
私
が
釣
っ
て
帰
る
の
を
楽
し
み

に
晩
酌
を
待
っ
て
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

―
最
後
に
一
言

　

釣
り
は
俗
に
自
然
と
の
闘
い
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば「
自
分
と
の
闘
い
で
す
。」

時
に
は
我
慢
も
必
要
で
す
し
、
時
に
は
思
い
切
っ

た
決
断
も
必
要
で
す
。
普
段
は
仕
事
で
、
小
さ
な

お
子
様
を
預
か
り
、
保
護
者
の
方
々
と
も
い
ろ
い

ろ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
す
が
、
そ

の
時
も
我
慢
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
決

断
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
神
職
と
し
て
、

社
会
人
と
し
て
そ
う
い
っ
た
場
面
で
い
か
に
忍
耐

強
く
対
応
で
き
る
か
。
釣
り
は
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
私
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
僕
と
一
緒
に

釣
り
に
行
き
ま
し
ょ
う
！《

取
材　

佐
藤　

肇
国
》

―
今
回
の
獲
物
は
？

　

や
は
り「
青
物
」で
す
ね
～

―「
青
物
」っ
て
何
で
す
か
？

　

青
物
と
は
、
ブ
リ
や
ヒ
ラ
マ
サ
な
ど
の
回
遊
魚

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
岸
壁

か
ら
も
釣
れ
る
の
で
す
が
、

割
と
サ
イ
ズ
の
大
き
な
も
の

も
釣
る
こ
と
が
で
き
、
釣
り

ご
た
え
の
あ
る
魚
た
ち
で

す
。

―
い
つ
か
ら
釣
り
を
し
て
い

る
の
で
す
か
？

　

今
の
よ
う
に
は
ま
っ
た

趣 

味 

人

第
十
一
回

　
青
年
会
会
員
の
多
彩
な
趣
味
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
中
西
由

大
く
ん
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
か
ら
始
ま
り
、

今
は
海
釣
り
に
は
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
、
秋

晴
れ
の
と
あ
る
休
日
、
中
西
君
の
釣
行
に
同

行
し
ま
し
た
！

〜
神
青
会
員
の
オ
フ
タ
イ
ム
〜

愛
媛
県
神
道
青
年
会　

会
員

松
山
市　

多
賀
神
社

禰　

宜　
　

中
西　

由
大
さ
んイカも疑似餌で釣れるんですね！

ターゲット確保！


